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1Phase 1
LLM

論理的思考・概念や知識の獲得

2Phase 2
LVM / DeepFrame

感覚器官の獲得

3Phase 3
動作の獲得

自動的な認識・理解に基づく動作

4Phase 4
自律的判断

人間の厚生最大化

インフィニマインドが開発する大規模映像基盤モデル：LVMである「DeepFrame」はフィ
ジカルAIやAGIといったAIの未来に向けて、目に見えるものをしっかりと「認識し、記
憶し、理解する」という「目」= 社会インフラとしての役割を果たしていきます。

● DeepFrame の特徴● 事業領域

マルチモーダル 統合・モデル推論

画像 (フレーム)
完全な視覚コンテキスト

映像 (モーション)
運動と力学的相互作用

音声 (オーディオ)
非音声サウンドを含む

文字（テキスト）
高度な言語処理

A. 空間的関係（フレーム内）

フレーム内の物体・人物の配置を理解

B. 時間的連続性（フレーム間）
フレーム間の長期イベント接続を理解

視覚・聴覚・テキストを統合
フレーム内外の関連性を理解

+

エンタープライズ向け

「長期記憶」AI
ファインチューニング

映像プラットフォーム
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vs.
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断片的な点での分析「WHAT」
ではなく、時系列で記憶を持
った上での要因「WHY」の理
解

特定業界へのファインチュー
ニングを「No Code」で。CRM
・ERPへの接続も容易に

実装時の

フレキシビリティ

特定用途・企業環境に応じた
柔軟な実装が可能

クラウド オンプレ エッジ
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● もう一つの製品「TV Pulse」

映像開発技術を活かしてTV映像を解析し検索できるダッシュボードとAPIのサービスと
して「TV Pulse」も提供しています。詳細はホームページをご確認ください。

長尺の映像を人間のように見て、記憶して、瞬時に解釈できるエンタープライズ向けビデオインテ
リジェンスサービスとしてDeepFrameを開発しました。
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